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氏
名 

 

楊
琴 

論
文
題
目 

日
中
同
形
二
字
漢
語
「
人
間
」
の
意
味
変
化
に
つ
い
て 

要 
旨
（
和
文
） 

 

「
日
中
同
形
語
」
に
か
か
わ
る
従
来
の
研
究
は
、
同
形
語
の
意
味
分
類
や
意
味
の
相
違
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
中
両
言
語
に
あ
る
同
形
語
が
、
両
言
語
に
お
い
て
そ
の
意
味
に
ず
れ
が
生
じ
た
具
体
的
な
要

因
、
プ
ロ
セ
ス
、
あ
る
人
物
の
表
現
意
図
に
よ
る
意
味
変
化
の
可
能
性
、
両
言
語
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
定
着
し
、
い

か
に
大
衆
化
さ
れ
広
が
り
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
っ
た
考
察
は
、
現
在
も
詳
細
に
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
研
究
は
、「
日
中
同
形
語
」
の
「
同
形
類
義
語
」
と
定
義
さ
れ
る
二
字
漢
語
の
う
ち
、「
人
間
」

を
典
型
例
と
し
て
と
り
あ
げ
、
語
学
・
文
学
・
文
献
学
・
語
誌
な
ど
の
多
方
面
か
ら
、
歴
史
的
、
個
人
的
、
通
時
的
か

つ
共
時
的
、
微
視
的
か
つ
巨
視
的
に
そ
の
意
味
の
変
化
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
。 

古
代
中
国
の
漢
籍
に
お
け
る
「
人
間
」
は
、「
人
々
が
生
活
す
る
空
間
」
の
意
に
始
ま
り
、「
人
の
住
む
空
間
・
世
俗
・

民
間
」
の
意
味
で
、
限
ら
れ
た
散
文
に
し
か
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
仏
教
が
中
国
に
伝
来
し
て
か
ら
漢
訳
仏
典
で
は
、
そ

の
意
味
だ
け
で
な
く
、「
天
上
・
地
獄
」
と
対
置
さ
れ
る
「
人
間
界
・
六
道
の
一
つ
・
世
の
中
・
こ
の
世
」
な
ど
の
意
味

で
も
、
幅
広
く
大
量
に
使
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、「
人
間
」
の
「
こ
の
世
・
世
の
中
・
民
間
・
俗
世
」
と
い
っ
た
「
空
間
」

概
念
の
意
味
に
、
中
国
の
仏
教
受
容
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
典
籍
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
「
六
道
の
一
つ
（
人
間
界
）」
と
い

っ
た
「
空
間
」
概
念
の
意
味
が
付
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
稀
に
唐
代
の
不
空
が
訳
し
た
経
文
に
「
人
間
之
骸
」
と
い
う

表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
経
文
で
は
、「
人
間
」
が
「
骸
」
と
い
う
身
体
語
彙
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
内

包
す
る
「
ヒ
ト
」
の
意
味
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
他
の
宋
代
ま
で
の
文
献
で
は
、「
人
間
」
が
「
ヒ
ト
」

そ
の
も
の
を
意
味
す
る
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
中
国
に
お
け
る
「
人
間
」
と
い
う
語
は
、
漢
籍
で
の
使
わ
れ

方
が
漢
訳
仏
典
に
先
立
っ
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、「
空
間
」
概
念
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
漢
語
「
人
間
」
が
漢
籍
や
仏
典
な
ど
を
通
じ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
後
、「
空
間
」
概
念
の
意
味
か
ら

分
離
し
て
、
日
本
言
語
史
上
に
み
ら
れ
る
独
自
の
意
味
「
人
界
に
住
む
も
の
。
ひ
と
。
人
類
」
へ
と
変
化
し
、
徐
々
に

「
ひ
と
・
人
類
」
そ
の
も
の
の
意
味
で
、
日
本
で
の
定
着
を
遂
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

第
一
章
で
は
、
主
に
空
海
の
『
性
霊
集
』
や
『
本
朝
法
華
験
記
』
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
人
間
」
を
、
使
用
さ
れ
た

思
想
的
文
脈
に
即
し
て
解
釈
し
た
。
空
海
が
、
漢
文
の
修
辞
法
（
文
の
リ
ズ
ム
感
・
上
下
語
句
の
構
成
・
対
比
修
辞
・

文
字
数
配
置
な
ど
）
に
因
ん
で
、
不
空
に
倣
っ
て
、「
絶
人
間
之
腸
」
の
よ
う
な
文
章
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
人

間
」
は
、「
骸
」「
腸
」
と
い
う
身
体
語
彙
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
内
包
す
る
「
ヒ
ト
」
の
意
味
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。「
人
間
之
…
」
を
身
体
語
彙
「
腸
」
と
共
に
使
い
、「
人
間
」
の
内
包
す
る
「
ヒ
ト
」
の
意
味
を
引
き

出
し
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
則
ち
、『
性
霊
集
』
に
お
け
る
「
絶
人
間
之
腸
」
は
、
空
海
が
新
た
に

表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
空
海
の
表
現
意
図
に
も
と
づ
く
意
味
の
拡
張
で
は
あ
る
も
の
の
、
条
件
が
揃
え
ば
他

の
文
献
で
も
同
じ
意
味
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
平
安
時
代
の
資
料
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、

『
大
日
本
国
法
華
験
記
』「
非
人
間 

亦
非
鬼
神
」『
今
昔
物
語
集
』「
天
人
ハ
目
瞬
カ
ズ 

人
間
ハ
目
瞬
ク
」
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
表
現
条
件
に
よ
っ
て
、「
ヒ
ト
」
と
い
う
意
味
が
確
定
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
た
。 

第
二
章
に
つ
い
て
、「
日
記
・
紀
行
」
で
は
、「
人
間
」
と
い
う
語
自
体
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。『
発
心
集
』
は
前
代

の
文
献
か
ら
引
用
し
た
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
存
在
し
て
い
る
。『
十
訓
抄
』『
古
今
著
聞
集
』『
沙
石
集
』
に
み
え
る
「
人

間
」
の
意
味
は
、
明
白
に
「
空
間
」
に
存
在
す
る
「
ヒ
ト
」
そ
の
も
の
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、「
心
」

「
形
」
な
ど
の
身
体
を
表
す
語
が
混
淆
し
わ
か
り
に
く
く
な
り
、「
世
の
中
」
の
意
味
よ
り
、「
世
の
中
に
住
む
ヒ
ト
」

の
意
味
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
『
鴉
鷺
物
語
』『
伊
吹
童
子
』『
俵
藤
太
物
語
』
に
「
ヒ

ト
」
を
表
す
「
人
間
」
の
用
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
室
町
時
代
に
す
で
に
「
人
間
」
が
「
ヒ
ト
」
の
意
味
で
一
般
的

使
わ
れ
て
い
る
可
能
性
を
示
し
た
。 

第
三
章
で
は
、
僧
侶
や
学
識
者
だ
け
に
独
占
さ
れ
て
い
た
思
想
を
そ
う
で
な
い
人
々
に
も
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
難



2 
 

解
な
仏
教
真
義
を
説
く
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
お
け
る
唱
導
資
料
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
こ
で
は
口
語
的
な

も
の
か
ら
文
語
的
な
も
の
ま
で
、
伝
達
目
的
に
応
じ
て
、
多
様
な
ス
タ
イ
ル
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、「
ヒ
ト
」
と
「
空

間
」
の
使
い
分
け
（「
ヒ
ト
」
の
意
味
の
明
示
）
が
思
想
的
文
脈
よ
り
も
、
語
法
の
上
で
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
の
は
、

口
語
的
ス
タ
イ
ル
の
唱
導
で
あ
る
。
口
語
的
ス
タ
イ
ル
で
明
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
何
度
も
本
文
を
読
ん
で
理
解
す
る

の
で
は
な
く
、
聞
き
手
が
聞
い
て
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
口
語
的
資
料
に
こ
の
よ
う
な
特
徴

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
人
間
」
の
意
味
変
化
と
そ
の
広
が
り
に
つ
い
て
二
つ
の
可
能
性
を
提
示
で
き
る
。
唱
導
に
限

ら
ず
、
口
語
で
は
こ
の
よ
う
な
明
示
化
に
よ
っ
て
、「
ヒ
ト
」
の
意
味
だ
け
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
及
び
唱

導
そ
の
も
の
が
、
新
し
い
「
人
間
」
の
意
味
（
ヒ
ト
）
の
広
が
り
の
媒
介
に
な
っ
た
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
と
論
じ

た
。 第

四
章
で
は
、
道
元
が
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
い
て
、
独
自
の
表
現
手
法
に
よ
っ
て
「
人
間
」
と
い
う
語
の
「
こ
の
世
・

世
の
中
」
と
い
う
意
味
と
、
そ
れ
に
内
包
さ
れ
る
「
こ
の
世
に
住
む
（
ヒ
ト
）
」
と
い
う
意
味
と
に
分
離
し
た
こ
と
に

つ
い
て
論
じ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
著
作
に
お
け
る
「
人
間
」
の
使
用
法
が
、
道
元
の
明
晰
且
つ
平
易
な
表
現
を
言
語
形

式
の
上
に
実
現
す
る
、
と
い
う
彼
の
言
語
思
想
を
端
的
に
表
す
事
例
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
明
晰
で
平
易
な

言
語
形
式
の
実
現
は
、
「
人
間
」
が
「
ヒ
ト
」
を
表
す
よ
う
に
な
る
た
め
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。 

第
五
章
で
は
、「
人
間
」
を
使
用
す
る
表
現
お
よ
び
「
ヒ
ト
」
を
意
味
す
る
か
ど
う
か
が
、
文
献
の
成
立
年
代
を
推
定

す
る
た
め
の
指
標
に
な
り
得
る
こ
と
を
、『
宝
物
集
』
に
よ
っ
て
示
し
た
。『
宝
物
集
』「
三
巻
本
」
だ
け
に
見
え
る
「
人

間
ノ
習
」
の
表
現
は
、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』『
と
は
ず
が
た
り
』
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、「
三
巻
本
」
は
、
平
康
頼

が
生
存
し
て
い
た
当
時
の
も
の
で
な
く
、
覚
一
本
『
平
家
物
語
』『
と
は
ず
が
た
り
』
と
近
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
推
測
し
た
。 

第
六
章
に
つ
い
て
、「
弁
暁
草
」
で
良
く
用
い
ら
れ
た
「
人
間
」+

「
界
」
と
い
う
複
合
語
は
、
覚
一
本
で
の
使
用
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
延
慶
本
に
は
み
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
語
り
の
現
場
で
は
、「
人
間
界
」
と
「
人
間
」
と
が
使

い
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
こ
と
と
、
連
用
格
を
示
す
「
に
」
と
併
用
す
る
こ
と
で
、「
生
人
間
」「
帰
人

間
」
「
返
人
間
」
と
い
っ
た
文
言
は
、「
人
間
へ
」・
「
人
間
で
」
だ
け
で
な
く
、
「
人
間
に
生
ま
れ
る
」
「
人
間
に
帰
る
」

「
人
間
に
返
る
」
と
い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
「
人
間
」
が
「
ヒ
ト
」
を
表
す
よ
う
に
な
る
も
う
一
つ
の
要

因
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』『
平
家
物
語
』『
太
平
記
』
と
も
に
「
ヒ
ト
」
を
表
す
「
人
間
」

が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、「
ヒ
ト
」
を
表
す
「
人
間
」
の
使
用
が
、
鎌
倉
後
期
～
室
町
時
代
の
あ
る
段
階
に
、
一
般
的
に
広

が
っ
て
い
る
と
い
う
可
能
性
を
示
し
た
。 

 

各
章
の
考
察
か
ら
、
日
中
両
言
語
に
お
け
る
「
同
形
異
義
語
」
と
定
義
さ
れ
る
「
人
間
」
の
意
味
に
ず
れ
が
生
じ
た

要
因
と
し
て
、
結
論
と
し
て
次
の
四
点
を
指
摘
し
た
。 

 

（
一
） 

「
個
人
の
表
現
意
図
に
帰
す
る
要
因
」
―
使
用
者
が
既
成
の
概
念
を
拡
張
し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に

よ 
 
 
 
 る

。 

（
二
） 

「
思
想
的
背
景
の
違
い
に
も
と
づ
く
要
因
」
―
中
国
で
の
仏
教
受
容
と
、
日
本
で
の
漢
籍
と
仏
典
受
容
の
違

い 
 に

よ
る
。 

（
三
） 

「
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
請
に
も
と
づ
く
要
因
」
―
僧
侶
や
学
識
者
だ
け
に
独
占
さ
れ
て
い
た

思 
 想
を
そ
う
で
な
い
人
々
に
も
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
難
解
な
仏
教
真
義
を
説
く
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
。 

（
四
） 

「
日
本
語
の
言
語
運
用
に
帰
せ
ら
れ
る
要
因
」
―
語
構
成
や
語
法
に
よ
っ
て
、
内
包
す
る
意
味
が
引
き
出
さ

れ 

確
定
さ
れ
る
。 


